
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校２年 社会 解答及び配点一覧 No.1」
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 配点 配点十分満足できる解答状況

① (1) 知識 ・大韓民国 ※ひらがな可 ３

理解１

② 18 (2) 技能 ○２つの地図を使いその共通性や違い ３ ○２つの地図の関連を次のように記述してい ５
点 を記述しているが，数字を上げるな る。

・１と２：自動車工場や精密機器工場があるどの具体的な記述が不足している。
・○○も○○も，どちらも沿岸部に分 ところは人口密度が１㎞ あたり２

布している。 600人以上と高い。
・１と３：自動車工場や精密機器工場は，人

口300万人以上の都市に多い。○地図１は「人口密度が高い ，地図 ２」
・１と４：自動車工場や精密機器工場がある３を「人口が多い」など，それぞれ

ところの１人当たり国内総生産はの地図の説明のみで２つを関連付け
3.5万元以上あるところが多い。ていない。

・２と４：人口密度が１㎞ あたり600人以上○地図２で 「人口密度が多い （正し， 」 ２

と高いところは,１人あたり国内総くは高い）と適切でない表現をして
生産が3.5万元以上あるところが多いる。
い。

・３と４：人口が300万人以上の都市の多くは,
１人当たりの国内総生産が3.5万元
以上ある。

③ (3) 思考 ○歴史の視点のみで日本とのつながり ３ ○日本とのつながりや関連をとらえて記述し ５
判断 を記述していない。 ている。

・歴史 ・大陸と日本で起こったこと表現
・日本とのつながり
・日本との結びつき
・日本への影響

④ (4) 思考 ○３つの語句が，つながりのないまま ３ ○次のパターンで書かれている。 ５
判断 書かれている。
表現

。※経済の発展と人口の移動は逆でも可とする
（左図のみ）

⑤ (1) 知識 ２・ＥＵ
理解２

⑥ 24 (2) ア 技能 ○大国に対抗するという視点を記述し ３ ○小国が多いヨーロッパの状況を踏まえて記 ５
点 ている。 述している。

・アメリカに対抗できないから。 ・ヨーロッパの一国だけでは,アメリカのよう
・アメリカに肩を並べることができる な大国に対抗できないから。
から。 ・ヨーロッパの国々がまとまることで，アメ

リカのような大国と対抗できるから。

⑦ イ 思考 ３ ５・周りの国々 ・ヨーロッパ（の国々）
・近くの国々 ・ＥＵ（の国々）判断

表現

⑧ (3) 知識 ２・ユーロ
理解

⑨ (4) 技能 ○往来が自由にできることだけに注目 ３ ○自由に往来できることの理由に出国手続き ５
して記述している。 や国境を監視する機関などがないことを記

述している。・自由に行き来できる。
・国境を超える手続きがいらないので自由に
行き来できる。

・税関など出入国を取り締まる機関がないの
で日常的に他の国へ行き来できる。

⑩ (5) 関心 ○調べてみたいことを単語のみで記述 ３ ○ヨーロッパの何を調べようとしているかが ５，
意欲 している。 具体的で明確である。または，日本とのつ
態度 ながりを視点に記述している。・ヨーロッパの自然について

・ヨーロッパの農業について ・ヨーロッパの国々はどのように役割を分担
しているか。

・ＥＵから日本に来る人達の人数の推移を調
べたい。



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校２年社会 解答及び配点一覧 Ｎｏ．２」
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 配点 十分満足できる解答状況 配点やや満足及び概ね満足できる解答状況

⑪ ３ (1) 知識 ※ひらがな可 ２・武家諸法度

理解

17

⑫ 点 (2) 技能 ５・資料１＝Ｃ，資料２＝Ａ，資料３＝Ｂ

※完 答

⑬ (3) ① 知識 １ ３・島原の乱（一揆） ・島原・天草一揆

理解 ※ ひらがな可天草・島原一揆

⑭ ② ※ひらがな可 ２・鎖 国

⑮ (4) 知識 ○どちらか一方のみ，漢字で記述 ３ ○両方正しく，漢字で記述している。 ５

・ウ＝幕府，エ＝藩理解 している。

⑯ ４ (1) 思考 ○俳諧（俳句）の語句が使われず ３ ○俳諧（俳句）の語句を使い，松尾芭蕉を ５

判断 文化だけで紹介をしている。 紹介している。

・彼は江戸時代の文化に功績のあ ・彼が作った俳句は，とても有名ですよ。27 表現

った人です。点

※「奥の細道 「東北地方」等の」

既習の語句が入っていても可。

⑰ (2) ① 技能 ※ひらがな可 ３・ 元禄）文化（

⑱ ○ 上方 もしくは 大阪・京都 ３ ○ 上方 もしくは 大阪・京都 と 町 ５「 」 「 」 「 」 「 」， 「

② の地名，または「町人」の文化 人」を読み取り，説明している。

・元禄文化は「上方 「大阪・京都」を中であることを読み取っている。 」

・元禄文化は「上方 「大阪・京 心に 「町人」が担い手となって栄えた」 ，

都」を中心に栄えた文化だった 文化だったから。

から。

⑲ (3) と漢字で正しく記述している。 ２知識理解 ・株仲間

⑳ (4) ① ※ひらがな可 ２知識理解 ・備中ぐわ

㉑ ② 技能 ○新聞記事から，その特徴もしく ３ ○特徴と利点を例にならって記述している ５。

・この道具は，歯が（３つに）分かれていは利点だけを記述している。

・歯の部分が（３つに）分かれて ます。これまでより深く地面にささり，

います。 力もいらないので，これまでより楽に広

・このくわは，今までのくわと比 く耕すことができるようになりました。

， 。べて 深く耕すことができます

㉒ (5) 関心 ○武士，町人や百姓のどちらかを ３ ○「武士が活躍した時代」と答え，その根 ５

意欲 答えているが 具体的ではない 拠として，３の幕府の政策を使って記述， 。

態度 している。

・資料１，２，３（武家諸法度，鎖国）等

政治のしくみを整え，大きな戦乱のない

世の中を迎えることができたから。

○「町人や百姓が活躍した時代」と答え，

その根拠として，４の歴史新聞の記事を

使って説明している。

・町人や百姓の様々な努力や工夫が，世の

中を活気づけ，生活の向上につながった

から。

【授業改善の視点】

学習した内容を活用し，表現する活動を通して時代を大観するとともに，どのような特徴をもつ時代であったのかをとらえ

ることができるようにする。



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校２年社会 解答及び配点一覧 Ｎｏ．３」
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 配点 十分満足できる解答状況 配点やや満足及び概ね満足できる解答状況

㉓ ５ (1) 技能 ３・百分ノ三，百分ノ貳半のどちらか，また

は両方に 印をつけている。

14

点

㉔ (2) ① 技能 （同意可） ２・増加

② 思考 ３・負担

㉕ 判断 ※負担について具体的に記述した場合も可

表現 とする。

㉖ (3) 思考 ○ヨーロッパのアジア進出と，新 ３ ○ヨーロッパのアジア進出と国内改革を急 ６

判断 しい国づくりを急いだことを関 いだことを関連付けて説明している。

・ヨーロッパ諸国のアジア進出に危機感を表現 連付けず，一方のみで説明して

感じた政府は （富国強兵をスローガンいる。 ，

・アジアにヨーロッパ諸国が進出 に ，ヨーロッパの強国に対抗できる近）

していたから。 代国家づくりを急ぐ必要があったから。

・ヨーロッパに対抗するため。

・強い国づくりを急いだから。

・近代国家づくりが必要だったか

ら。


